
　

7
月
の
「
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
、
町

民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
っ

と
」
で
「
な
る
ほ
ど
人
権
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
3
回
の
講
座
で
計
２
６
０

人
以
上
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
全
講
座
の
内
容
と

参
加
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第
1
回�

7
月
4
日
㈬

一
人
芝
居
と
語
り
で
綴
る
熱

き
人
々
～
一
枚
の
は
が
き
・

水
平
社
創
立
・
王
将
～

久
留
米
市
教
育
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事　

笠
誠
さ
ん

　

舞
い
を
交
え
な
が
ら
、
一

人
芝
居
に
つ
い
て
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
文
字
を
織
る
こ
と
は
、
新
し

い
世
界
に
出
会
う
こ
と
。
新
し

い
感
情
が
生
ま
れ
る
こ
と
」

「
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
で
差

別
を
な
く
し
て
い
き
た
い
」

■
■
■
参
加
者
の
声
■
■
■

「
福
祉
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
課
題
を
学
び
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

人
権
課
題
に
対
し
て
、
自
分

事
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
」

（
30
代
女
性
）

「『
学
ぶ
こ
と
で
変
わ
る
』
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
正
し
く
学
び
、
真
実
を

み
る
こ
と
が
大
事
。
子
ど
も

た
ち
に
真
実
を
正
し
く
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
」（

40
代
女
性
）

第
2
回�

7
月
14
日
㈭

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

～
私
に
で
き
る
こ
と
～

南
筑
後
教
育
事
務
所

人
権
・
同
和
教
育
室

主
任
指
導
主
事　
龍
寿
利
さ
ん

　

今
ま
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら

れ
な
か
っ
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス

問
題
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
人
は
出
会
い
が
な
く
な
っ
た

と
き
、
心
が
ね
じ
れ
て
し
ま

う
。
大
事
な
人
と
の
つ
な
が

り
が
人
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
」

「
人
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
は

恐
ろ
し
い
こ
と
。
敵
と
認
識

し
た
瞬
間
に
、
つ
な
が
り
が

消
え
て
し
ま
う
」

■
■
■
参
加
者
の
声
■
■
■

「
時
代
や
物
事
を
強
者
の
論
理

で
見
極
め
る
と
、
必
ず
弱
者

が
生
ま
れ
ま
す
。
絆
を
大
切

に
し
て
、
今
後
行
動
し
て
い

き
た
い
で
す
」

（
40
代
男
性
）

「
ホ
ー
ム
レ
ス
に
つ
い
て
初
め

て
深
く
考
え
ま
し
た
。
自
分

の
ふ
と
し
た
行
動
、
言
葉
が

人
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
心
に

刻
み
、
毎
日
生
活
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

（
20
代
男
性
）

第
3
回�

7
月
20
日
㈮

人
権
が
守
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
～
差
別
を
な

く
す
心
の
醸
成
～

福
岡
県
講
師
団
講
師

大
久
保
博
治
さ
ん

　

長
い
行
政
職
の
経
験
に
基

づ
き
、
同
和
問
題
の
歴
史
と

現
状
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
心
の
中
に
偏
見
が
あ
れ
ば
、

差
別
意
識
が
生
ま
れ
る
」

「
差
別
を
な
く
す
に
は
知
識
だ

け
で
な
く
、
行
動
も
必
要
」

■
■
■
参
加
者
の
声
■
■
■

「『
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の

一
歩
が
大
切
』
と
い
う
言
葉

を
胸
に
、
自
分
の
意
識
を
改

革
し
て
い
き
た
い
で
す
」

（
30
代
女
性
）

「
な
ん
の
根
拠
も
な
い
差
別
が

今
も
あ
る
現
状
を
知
り
、
無

知
の
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
差
別
を
な
く
す

側
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
20
代
女
性
）

　

10
～
11
月
は
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ア
ル
カ
ル
デ
ィ
ア
ひ
ろ
か

わ
セ
ミ
ナ
ー
」、
12
月
8
日
は

「
ひ
ろ
か
和
の
集
い
」
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
事
務
局

人
権
・
同
和
教
育
係

☎
０
９
４
３・３
２・０
０
９
３

（
内
線
３
１
３
）

人権問題を考える

7
月 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

な
る
ほ
ど
人
権
セ
ミ
ナ
ー
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資
料
が
乏
し
い
川
瀬
城

　

現
在
の
広
川
町
域
に
あ
っ
た

城
館
で
、
資
料
が
乏
し
く
詳
細

が
分
か
っ
て
い
な
い
の
が
「
川

瀬
城
」
で
す
。

〇
川
瀬
村
城
跡

縦
十
二
間
・
横
十
間
・
北
面

也
。

今
按
、
大
庄
屋
宅
ヨ
リ
戍（

北
西
）亥

二
町
計
、
牟
礼
村
ノ
内
也

蒲
池
氏
ノ
臣
、
矢
賀
部
大
学

居
之
（『
筑
後
将
士
軍
談
』）

〇
川
瀬
村
古
城

長
拾
二
間
横
拾
間
大
手
口
北
向
。

川
瀬
村
庄
屋
、
唯
今
居
申
屋

敷
よ
り
三
拾
間
。
右
之
城
主

ハ
、
蒲
池
殿
家
来
矢
賀
部
大

学
と
申
者
之
由
傅
ル
、
時
代

不
知
。（「
筑
後
久
留
米
領
弐
拾
万
石
郡
中

古
城
覚
書
」）

〇
館や

か
た

屋や
し
き敷

但
、
山
下
の
城
主
蒲
池
兵
庫

頭
鎮
運
之
仕
臣
、
矢
賀
部
大

学
国
廣
居
住
之
館
と
申
傅

候
。

只
今
は
百
姓
屋
敷
罷
成
候
。

尤
矢
賀
部
氏
は
、
当
荘
内
に

て
、
知
行
八
十
餘
町
に
て
御

座
候
由
申
傅
候
。

川
瀬
村
庄
屋
幸
八
。（「
社
寺
并
古

城
古
墳
等
書
付
」）

〇 

寺
の
巽

（
東
南
）に

古
城
跡
あ
り
。
こ

れ
矢
賀
部
氏
代
々
の
旧
館
な

り
（「
西
念
寺
旧
記
」）

な
ど
が
川
瀬
城
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
大

き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
聖
寺
背
後
の
山
が
城
跡

　

川
瀬
城
が
あ
っ
た
の
は
大
聖

寺
背
後
の
山
で
、
現
在
の
牟
礼

茶
屋
区
（
か
つ
て
の
牟
礼
村
）
に
属
し

ま
す
。

　

以
前
紹
介
し
た
『
筑
後
将
士

軍
談
』
に
は
、「
大
庄
屋
宅
よ

り
戌い

ぬ
い亥

に
2
町
（
2
2
0
メ
ー
ト
ル
程
）」

と
あ
り
ま
す
。
川
瀬
組
大
庄
屋

の
屋
敷
は
、
現
在
の
川
瀬
区
公

民
館
の
南
側
に
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
方
角
と
距
離

か
ら
場
所
を
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
寺
社
并
古
城
古
墳
等
書
付
」

で
庄
屋
幸
八
が
い
う
館
屋
敷

や
、「
西
念
寺
旧
記
」
に
あ
る

古
城
跡
は
、
現
在
は
城し

ろ

屋や
し
き敷

と

い
う
呼
び
名
で
残
っ
て
い
て
、

常
居
の
館
が
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

矢
賀
部
氏
と
は

「
西
念
寺
旧
記
」
に
は
、

矢
賀
部
氏
ハ
山
下
数
代
ノ
功

臣
ニ
テ
、
実
ハ
蒲
池
同
姓
ノ

支
流
ナ
リ
、
元
祖
矢
賀
部
筑

前
守
藤
原
久
盛
、
其
嫡
子
常

陸
介
鑑
典
、
其
嫡
嗣
大
学
国

広
ト
号
ス
云
々

と
あ
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
証
拠
を
探
し
た
と

こ
ろ
、「
横
溝
六
郎
遺
文
集
」

と
い
う
古
文
書
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
筑
前
守

久
盛
は
、
蒲
池
筑
後
守
治
久
の

三
男
な
が
ら
庶
子
（
正
妻
で
な

い
女
性
か
ら
生
ま
れ
た
子
）
で

あ
っ
た
た
め
、
家
臣
の
矢
賀
部

氏
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
山
下
城
主

蒲
池
親
広
と
兄
弟
で
あ
る
た

め
、
そ
の
相
談
役
と
し
て
広
川

に
1
0
0
町
を
受
領
し
、
川
瀬

村
に
館
所
を
構
え
て
居
住
し
た

後
、
名
前
を
十
郎
九
郎
久
興
と

改
め
た
と
い
い
ま
す
。

蒲
池
氏
は
永
正
（
1
5
0
4
～
２
０
）

年
中
に
豊
後
大
友
氏
の
命
を
受

け
、
柳
川
城
を
拠
点
と
す
る
下

蒲
池
と
、
上
妻
郡
山
下
城
を
拠

点
と
す
る
上
蒲
池
に
分
か
れ
ま

す
。
矢
賀
部
氏
の
川
瀬
城
は
、

後
者
の
上
蒲
池
山
下
城
に
属
す

る
拠
点
と
し
て
構
え
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
約
4
1
0
年

前
に
遡
り
、
そ
の
起
源
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

（
続
く
）

（
広
川
町
郷
土
史
研
会
）

ふるさと再発見

広
川
町
古
墳
資
料
館
だ
よ
り

　

縄
文
時
代
の
「
土ど

ぐ
う偶

」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
土
数
約
1
万
8
千
点
の

う
ち
、
大
半
は
東
日
本
の
遺

跡
か
ら
の
も
の
で
す
。
破
片

で
出
土
す
る
も
の
が
多
い

中
、
時
期
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
完
形
品
5
点
が
、

現
在
国
宝
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

土
偶
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性

の
姿
を
表
し
、
か
た
ち
や
デ

ザ
イ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

自
然
崇
拝
や
生
命
の
再
生
、

病
気
治
癒
を
願
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
精
霊
を
具
象
化
し
た
も

の
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
石
人

を
見
慣
れ
た
私
た
ち
に
と
っ

て
、
魅
力
的
な
造
形
で
あ
る

こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

川瀬城を望む
城跡は大聖寺背後の山頂部にあったといわれる

広
川
町
に
残
る
城
と
館
跡

川
瀬
城
と
矢
賀
部
氏 

そ
の
１

↑
青
森
県
八
戸
市
風
張
遺
跡
の

合
掌
土
偶
（「
考
古
学
の
世
界
①
」

ぎ
ょ
う
せ
い
、
1
9
9
3
年
）
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